
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
商
店
街
の
「
ナ
ガ
オ
カ
」

の
五
十
嵐
春
雄
さ
ん
（
大
正
14
～
平
成
19
）
の

遺
稿
集
「
ジ
ョ
イ
フ
ル
三
ノ
輪
今
昔
物
語
」
平

成
六
年
二
月
よ
り

明
治
末
期
か
大
正
初
期
に
静
亭
と
い
う
名
で

寄
席
又
は
芝
居
小
屋
を
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

後
半
、
春
木
亭
と
名
を
変
え
席
亭
に
な
っ
た
の

が
松
坂
屋
こ
と
関
口
梅
吉
氏
で
あ
る
。

こ
の
方
は
芝
の
増
上
寺
、
靖
国
神
社
有
名
寺

社
の
夜
店
の
取
締
で
あ
り
俗
に
云
う
香
師
「
て

や

し

き
や
」
の
元
締
で
あ
っ
た
。
大
変
失
礼
な
事
で

は
あ
る
が
、
こ
の
方
は
口
か
ら
下
は
す
ぐ
に
首

で
顎
が
大
変
小
さ
く
無
い
に
等
し
い
方
で
私
の

あ
ご

子
供
の
頃
「
顎
無
し
オ
ジ
サ
ン
」
と
影
で
呼
ん

で
お
っ
た
が
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
親
し
み

安
い
方
で
あ
っ
た
。
町
会
、
祭
礼
の
催
し
物
等

の
行
事
に
は
必
ず
参
加
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
折

の
写
真
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
商
店

街
の
会
合
が
春
木
亭
で
行
わ
れ
、
そ
の
為
か
商

店
主
で
無
い
に
も
拘
ら
ず
短
期
間
で
あ
る
が
、

商
店
会
長
を
務
め
た
そ
う
で
あ
る
。

春
木
亭
も
関
口
氏
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て

今
は
な
い
が
ア
パ
ー
ト
と
し
て
再
生
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

大
正
か
ら
昭
和
廿
年
後
半
に
か
け
て
新
開
地
通

り
は
オ
シ
ル
コ
道
路
と
い
わ
れ
、
雨
雪
が
降
ろ
う

も
の
な
ら
ド
ロ
ド
ロ
の
通
り
と
な
り
長
靴
か
下
駄

で
な
い
と
歩
け
な
い
様
相
に
一
変
す
る
の
で
あ
る
。

然
し
、
明
治
四
十
一
年
、
四
十
二
年
に
三
河
島

し
か

汚
水
処
理
所
が
其
の
壮
大
な
規
模
と
斬
新
な
設
備

と
を
以
っ
て
着
工
の
運
び
と
な
り
六
百
参
拾
万
円

に
て
大
正
二
年
に
確
定
を
見
た
。
然
る
に
工
事
半

ば
に
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
、
財
政
計
画
は

根
本
よ
り
破
壊
さ
れ
た
。

か
く
し
て
十
三
ヶ
年
の
日
数
と
一
千
五
百
万
円

を
投
じ
て
遂
に
大
正
十
二
年
三
月
完
成
を
見
る
の

で
あ
る
。
下
水
道
も
荒
川
区
内
は
徐
々
に
整
備
さ

れ
新
開
地
も
オ
シ
ル
コ
道
路
も
解
消
さ
れ
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
道
路
に
変
身
す
る
の
で
あ
る
。

六
十
歳
以
上
の
方
々
は
御
存
知
と
思
い
ま
す
が
、

戦
前
新
開
地
に
色
々
な
物
賣
が
往
来
し
て
い
た
。

う

ピ
ー
ピ
ー
と
汽
笛
み
た
い
な
音
を
出
し
て
リ
ヤ
カ
ー

を
引
き
乍
ら
歩
い
て
い
た
「
ラ
オ
屋
」
之
は
キ
セ

な
が

ル
の
掃
除
屋
さ
ん
、
又
眞
黒
な
箱
に
引
出
し
が
五

個
位
つ
き
、
そ
れ
を
前
後
二
つ
を
天
び
ん
で
、
か

つ
ぎ
、
タ
ン
ス
に
つ
い
て
い
る
様
な
、
と
つ
手
を

カ
チ
ヤ
カ
チ
ヤ
鳴
ら
し
乍
ら
歩
い
て
い
る
「
定
斉

じ
ょ
う
さ
い

屋
」
と
云
う
薬
売
り
、
こ
の
人
の
服
装
は
眞
黒
な

伴
天
と
パ
ッ
チ
を
は
き
頭
に
は
黒
い
小
さ
な
漆
塗

り
の
編
笠
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。
越
中
富
山
の
薬
売

も
小
さ
な
柳
行
李
を
背
負
い
、
各
家
庭
を
廻
っ
て

い
た
。
拙
宅
に
も
訪
れ
、
私
は
紙
風
船
等
を
も
ら
っ

た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

又
、
天
び
ん
の
両
方
に
金
魚
を
桶
に
入
れ
独
特

な
歩
き
方
で
「
金
魚
い
、
金
魚
」
と
声
を
出
し
乍

ら
歩
い
て
い
た
「
金
魚
屋
」
も
懐
か
し
い
。
又
、

人
に
引
か
れ
た
牛
を
良
く
見
か
け
た
之
は
第
六
瑞

光
小
学
校
が
開
校
す
る
前
に
其
の
地
に
屠
殺
場
が

と

さ

つ

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
之
も
昭
和
十
三
年
頃
芝
浦

に
移
転
、
昭
和
十
五
年
十
月
廿
五
日
に
第
六
瑞
光

が
開
校
す
る
迄
そ
の
間
広
い
原
っ
ぱ
に
な
り
、
子

供
等
は
こ
こ
で
野
球
や
凧
上
げ
等
を
し
て
楽
し
ん

で
い
た
。

ち
な
み
に
瑞
光
小
学
校
は
明
治
十
年
十
二
月
十

五
日
素
盍
雄
神
社
脇
に
開
校
、
明
治
三
十
八
年
六

月
六
日
第
一
瑞
光
高
等
小
学
校
と
改
称
、
戦
後
廃

校
と
な
り
次
に
南
千
住
中
学
校
と
な
り
之
も
廃
校

現
在
は
更
地
に
な
っ
て
い
る
。
大
正
十
年
四
月
一

日
に
人
口
増
加
を
機
に
現
在
の
地
に
瑞
光
小
学
校

が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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